
今
年
（
２
０
２
４
年
）

１
月
１
日
の
能
登
半
島
地

震
は
、
Ｍ
７
・
６
の
大
き

な
地
震
で
し
た
。

４
の
年
に
地
震
多
い

庄
内
地
方
近
隣
で
過
去

の
地
震
を
振
り
返
る
と
、

（

）

１
８
０
４
年
文
化
１

７
月

日
の
象
潟
地
震
Ｍ
（

10

７
・
０
、）

（

）

１
８
３
３
年
天
保
４

月
７
日
出
羽
・
越
後
・

12佐
渡
（
Ｍ
７
・
０
、）

（

）

１
８
９
４
年
明
治
27

月

日
の
庄
内
地
震
Ｍ
（

10

22

７
・
０
、）

（

）

１
９
６
４
年
昭
和
39

６
月

日
の
新
潟
地
震
Ｍ
（

16

７
・
５
、）

（

）

２
０
０
４
年
平
成
16

月

日
新
潟
県
中
越
地

10

23

震
（
Ｍ
６
・
８
、）

末
尾
に
４
の
つ
く
年
に

多
く
地
震
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

（

）

１
９
４
４
年
昭
和
19

月
７
日
に
は
左
沢
地
震

あ
て
ら
ざ
わ

12（
Ｍ
５
・
５
）
も
あ
り
ま

し
た
。

４
の
年
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
２
０
１
９
年
（
令

和
元
）
６
月

日
に
山
形

18

県
沖
地
震
（
Ｍ
６
・
７
）

が
発
生
し
ま
し
た
。

庄
内
平
野
東
縁
断
層
帯

（

、

遊
佐
町
ー
鶴
岡
市
添
川

長
さ
約

㌔
）
は
、
断
層

38

の
東
側
が
西
側
に
対
し
て

相
対
的
に
隆
起
す
る
逆
断

層
で
す
。

過
去
の
活
動
時
期
か
ら、

北
部
と
南
部
に
区
分
さ
れ

北
部
は
１
８
９
４
年
の
庄

内
地
震
で
動
い
た
た
め
、

Ｍ
７
・
１
規
模
の
地
震
が

年
以
内
に
起
き
る
可
能

30性
は
「
ほ
ぼ
０
％
。」

こ
れ
に
対
し
、
南
部
は

最
終
活
動
か
ら
３
０
０
０

～
２
０
０
年
ほ
ど
が
経
過

し
、
Ｍ
６
・
９
規
模
の
30

年
地
震
発
生
の
確
率
は
０
「

」

、「

」

～
６
％
と
さ
れ

高
い

グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
。

藤
島
川
は
活
褶
曲

国
土
交
通
省
国
土
地
理

「

」

院
の
都
市
圏
活
断
層
図

で
は
、
藤
島
川
に
沿
っ
て

黒
い
線
が
引
か
れ
、
地
盤

の
隆
起･

沈
降
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
、
そ
れ
が
現
在

も
生
き
て
い
る
こ
と
か
ら

活
褶
曲
と
呼
ば
れ
て
い

か
つ
し
ゆ
う
き
よ
く

ま
す
（

。

図
・
Ｈ
Ｐ
か
ら
）

平
野
部
の
浸
食
さ
れ
て

で
き
た
京
田
川
な
ど
と
違

い
、
藤
島
川
の
元
町
部
分

は
渓
谷
の
よ
う
に
大
地
が

え
ぐ
ら
れ
、
土
手(

堤
防)

が
あ
り
ま
せ
ん
。

川
に
沿
っ
て
盛
り
上
が、

っ
た
地
形
が
南
北
に
続
き

東
西
か
ら
圧
縮
さ
れ
て
大

地
が
波
板
状
に
し
わ
に
な

り
、
地
殻
変
動
に
よ
る
隆

起
で
谷
が
で
き
て
形
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。澤

祥
・
鶴
岡
工
専
教
授

さ
わ
ひ
ろ
し

は
「
褶
曲
も
断
層
も
地
下

、
で
は
１
本
の
断
層
で
つ
な

が
っ
て
お
り
、
将
来
の
地

震
を
考
え
る
上
で
重
要
性

は
変
わ
ら
な
い
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

小
中
一
貫
校
は
撤
回

し
、
藤
島
中
学
校
の

改
築
を
急
い
で
！

藤
島
中
学
校
は
１
９
６

（

）

８
～

年
昭
和

～

69

43

44

に
校
舎
棟
が
建
設
さ
れ
、

築

年
が
経
過
。
旧
耐
震

55
基
準
で
、
２
０
０
９
年
度

以
降
、
耐
震
改
修
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
地
盤

沈
下
等
で
段
差
が
生
じ
て

い
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

２
０
２
２
年
１
月

日
11

に
は
、
３
階
学
習
室
の
天

井
梁
の
化
粧
モ
ル
タ
ル
が

落
下
し
ま
し
た
。

鶴
岡
市
は
、
藤
島
中
学

校
の
改
築
に
あ
わ
せ
て
小

中
一
貫
校
に
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
合
意
形
成

は
容
易
で
は
な
く
、
改
築

費
用
は
倍
の
規
模
で
約
90

億
円
と
な
り
困
難
で
す
。

大
規
模
な
地
震
が
想
定

さ
れ
、
小
中
一
貫
校
は
撤

回
し
、
藤
島
中
学
校
の
改

築
を
急
ぐ
べ
き
で
す
。
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（月２００円程度）
3月 21人 16,100円
2月 30人 40,470円

褶
曲
も
断
層
も
地
下
で
は
１
本
の
断
層
で
つ
な

し

ゆ

う

き

よ

く

が
っ
て
お
り
、
地
震
の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い



（
写
真
２

南
上
か
ら
写
す
）

↑（
写
真
１

赤
線
で
囲
っ
た
の
が
台

←座
・
中
央
石
碑
：
南
上
か
ら
写
す
）

『 』駐鑾(ちゅうらん)之碑

求
め
る
事
は
、
八
百
屋
で

魚
を
求
め
る
よ
う
な
も
の

・
ナ
ン
テ
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
が
、
首
相
が
出
て
ま

で
の
政
治
倫
理
の
審
査

だ
？

な
ん
で
そ
う
な
る

の
よ
。
国
民
の
疑
惑
を
払。

う
為
と
言
い
な
が
ら
だ
よ

▲
全
員
が
シ
ラ
を
切
っ
て

い
る
が
そ
れ
は
嘘
だ
。
会

計
責
任
者
は
事
務
方
で
、

金
を
ど
こ
に
使
う
か
を
決

め
る
権
限
は
持
っ
て
い
な

い
。
だ
か
ら
、
怪
し
い
金

だ
か
ら
と
使
え
ず
に
貯
め

て
お
い
た
・
と
言
う
事
務

方
も
居
た
と
は
、
チ
ャ
ン

と
相
談
し
て
い
た
事
ダ
。

▲
昔
を
知
っ
て
い
る
森
さ

ん
・
二
階
さ
ん
に
、
何
時

か
ら
始
ま
っ
た
か
聞
い
て

来
い
っ
ち
ゃ
。
そ
う
し
な

い
と
国
民
の
疑
惑
に
は
応

え
ら
れ
な
い
。

▲
し
か
し
、
ド
サ
ク
サ
の

政
倫
審
の
陰
で
、
予
算
審

議
の
打
ち
切
り
を
決
め
て

い
た
ん
だ
と
？

全
く
ヒ

ド
イ
話
だ
。
国
民
を
バ
カ

に
す
る
に
も
、
程
が
あ
ろ

う
。
全
く
許
せ
な
い
。

（
石
川
）

そ
れ
は
グ
レ
ー
色
を
し

た
滑
ら
か
な
表
面
で
、
水

を
吸
い
や
す
く
苔
が
む
し

や
す
い
特
徴
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

石
の
大
き
さ
を
数
字
で

写
真

み
る
た
め
に
写
し
た

の
計
測
を
み
る
と
。
南

２側
（

）
上

写
真
２
の
手
前

部
東
西
の
最
長
は
１
２
５

、
下
部
も
含
め
た
最
長

㎝は
１
５
０

。
南
北
最
長

㎝

は
２
５
８

で
あ
る
。

㎝

最
長
で
計
算
し
た
面
積

は
、
畳
２
枚
強
の
大
き
さ

で
。
後
述
す
る
基
壇
の
面

識
の

ほ
ど
で
あ
る
。

％
40

の
で
こ
ぼ
こ
を
生
か
し
て

い
る
。

し
か
し
、
上
か
ら
撮
影

し
た
写
真
を
見
る
と
、
何

に
も
例
え
よ
う
が
な
い
奇

妙
な
形
（

）
で
あ

写
真
１

る
。加

工
し
た
の
は
、
石
碑

の
周
辺
正
面
の
断
面
高

、

（

さ

）
と
三
方
に
部
分

㎝
28

的
に
あ
る
断
面
だ
け
で
あ

る
。こ

の
台
座
石
は
鳥
海
火

山
系
安
山
岩
で
、
鳥
海
石

・
男
鹿
石
と
も
い
わ
れ
、

関
東
で
は
庭
石
と
し
て
知

名
度
が
高
い
と
い
う
。

何
の
為
だ
っ
た
の

正
直
な
話
、
裏
金
を
握

っ
て
い
た
議
員
全
員
か
ら

何
に
使
っ
た
の
か
聞
き
た

い
も
の
だ
が
、
５
人
が
出

る
・
い
や
２
人
に
な
っ
た

と
言
っ
て
い
た
政
治
倫
理

審
査
会
に
出
る
人
数
。
首

相
が
出
る
事
に
な
っ
て
ゴ

ネ
テ
い
た
人
も
５
人
出
て

審
査
会
は
終
わ
っ
た
が
、

国
民
の
不
信
を
払
う
と
い

う
最
大
の
責
任
は
果
た
さ

な
か
っ
た
。

▲
何
の
為
に
首
相
が
出
て

き
た
ん
だ
？
俺
が
思
っ
て

い
た
の
は
、
国
民
に
不
信

を
与
え
政
治
は
信
頼
が
無

く
な
っ
た
か
ら
、
首
相
が

率
先
し
て
説
明
す
る
為
に

出
る
事
に
し
た
ん
だ
ろ
う

と
い
う
事
。
そ
ん
な
潔
い

事
を
期
待
し
た
の
が
阿
呆

だ
っ
た
。
し
か
し
、
だ
か

ら
、
何
の
為
に
首
相
は
出

る
事
に
し
た
ん
だ
～
？
初

め
て
政
倫
審
に
出
た
首
相

と
、
歴
史
に
名
を
遺
す
為

か
？
。

▲
自
民
党
に
政
治
倫
理
を

『
駐
鑾
之
碑
』
の
石
碑

ち
ゆ
う
ら
ん

台
座
は
、
石
を
一
定
の
部

分
は
地
下
に
埋
め
、
表
面

東
田
川
史
跡
物
語

『
駐
鑾
之
碑
』
規
模
調
査
の
現
段
階
②

青
山

崇

令和６年度　藤島地域　地域まちづくり未来事業　27,792千円
1．未来に繋げる田園文化と多様な水田活用農業の振興 6,481千円

　・藤島地域人と環境にやさしい農業推進事業　804千円

　・藤島農産物元気事業　1,883千円

　・庄内農業高等学校地域連携事業　1,000千円

　・藤島地域農の魅力拡大事業　2,794千円

 2．歴史と文化、交流が彩るふじのまちづくりの推進 16,662千円

　・藤島歴史公園「Ｈｉｓｕ 花」魅力発信事業　3,652千円　

　・藤島歴史公園「Ｈｉｓｕ 花」から始まる地域づくり事業　300千円

　・東田川文化記念館利活用事業　★　438千円

　・藤島花咲かせ活動支援事業　711千円

　・藤棚の整備事業　3,861千円

　・ふじの里づくり事業　126千円

　・鶴岡伝統芸能祭開催事業　790千円

　・藤島地域里山整備活性化事業　100千円

　・ふじのまちかど整備事業　3,500千円

　・藤島地域観光拠点魅力アップ事業　★　1,784千円

　・藤島歴史公園案内表示板整備事業　★　1,400千円

3．くらしやすい“藤島”を実感できる生活基盤の再構築 4,649千円

　・長沼・八栄島地区地域公共交通導入事業　3,217千円

　・藤島地域公共交通再編事業　286千円

　・藤島文厚エリア検討事業　346千円

　・長沼温泉ぽっぽの湯活性化事業　800千円

（参考）その他未来基金を充当する経費（全体経費）

　・事業推進員任用経費　15,743千円

　・地域庁舎管内施設の小規模修繕事業（1庁舎あたり10,000千円）　50,000千円


